
初期設定の準備

お買い上げ時のレシート・領収書は大切に保管してください。
ご購入年月日の証明になります。詳しくは本紙裏面【ハードウェア
保証規定】をご覧ください。

ご注意

MANU001586

初 回設定マニュアル
Windows  Se rve r  IoT  2025搭載
HDL-Z25SI3BBシリーズ
HDL-Z25WI3BBシリーズ

つなぐ

設定用パソコンにインストールした LAN DISK CONNECT から設定
画面を開きます。

LAN DISK CONNECT を起動する1
①対象の
　［LANDISK-xxxxxx］
　を右クリック

2

②［設定画面を開く］を
　クリック

［機器リストの更新］をクリックしてください。それでも検出されない
場合は、本製品やお使いのパソコンがネットワークに接続されている
ことをご確認ください。

本製品が検出されない

コンピューター名の変更、ワークグループの変更、IPv4 設定（IPv6
設定）などのネットワーク設定ができます。ここで設定できる項目は
デバイスの種類やシステムバージョンによって異なります。
※ Active Directoryドメインに参加している場合、ネットワーク設定の変更はできません。
設定方法は、LAN DISK CONNECT のヘルプをご確認ください。

［IP設定］について

3 ①ユーザー名に
　administrator
　パスワードに
　admin　と入力

②［OK］をクリック

※上記画面が表示されない場合は、本製品とパソコンが同じセグメントにないことが
考えられます。本製品の IPアドレスをご確認ください。
※セキュリティのためパスワードは、後ほど必ず変更してください。（出荷時パスワー
ドは「admin」）

以下のような画面が表示された場合

［はい］をクリック

事前に、お使いのパソコンで下記弊社Web ページにアクセスし、
LAN DISK CONNECT をインストールしてください。

https://www.iodata.jp/r/5160
※LAN DISK CONNECTについてはヘルプをご覧ください。
　（LAN DISK CONNECT起動後にメニューの［ヘルプ］をクリック）

設定用パソコンにLAN DISK CONNECTをインストール

設定画面の開きかた

この後、詳細ガイド（Web）をご覧になり
初期設定をおこなってください。

https://www.iodata.jp/lib/manual/hdl-z25_manual/#init

方法１：POWERボタンを短押し (1秒程度 )してください。
方法２：［スタート］→［電源］をクリックし、［シャットダウン］を
クリックして、画面の指示にしたがってシャットダウンします。

⇒ランプが点滅します。電源が切れるとランプが消灯します。

※本製品動作中に電源コードを抜いたり、スイッチ付きACタップの
スイッチをOFFにするなどして電源を切らないでください。故障
の原因になったり、データが消失する恐れがあります。

※POWERボタンを 3秒以上長押ししないでください。
　強制シャットダウンになり、故障やデータ消失の原因となります。

電源を切る方法

①ディスプレイ、USBキーボード、USBマウスをご用意いただき、
　本製品に接続します。

②電源コード（ACアダプター）をつなぎ POWERボタンを押します。

このあと、詳細ガイド（Web）をご覧ください。

https://www.iodata.jp/lib/manual/hdl-z25_manual/#initd

ネットワークを利用せずに設定する場合

詳細ガイド（Web）
バックアップ設定や故障時の対応など、
本紙に記載のない設定について説明しています。

https://www.iodata.jp/lib/manual/hdl-z25_manual/

詳細ガイド（Web）にある
［マニュアル内検索］に
検索ワードを入力してご覧ください。

［マニュアル内検索］をご利用ください

●各ランプについては、詳細ガイド（Web）でご確認ください。
●外付けHDDがある場合は、本製品の電源を切ってから、外付け
HDDの電源を切ってください。

●ファイルコピー中に本製品や外付けHDDの電源を切るとコピーの
処理が正常におこなわれません。本製品や外付けHDDのアクセス
ランプを確認の上、電源を切ってください。

●本製品設定中は本製品の電源を切らないでください。
●本製品起動処理中は本製品の電源を切ることはできません。
●長期間使用しない場合は、電源コードをコンセントから外しておく
ことをおすすめします。

ご注意

添付品を確認する
□ 電源コード（1本）
□ ACプラグ変換アダプター（1個）
□ カテゴリー6A LAN ケーブル（1本）
□ 初回設定マニュアル（本紙）
▼下記は2ドライブモデル、4ドライブモデルのみ
□ ACアダプター（1個）
　※ACアダプターと電源コードをつないで使います。
▼下記は4ドライブラックマウントモデルのみ
□ ラックマウントレール（1式）
□ ラックマウントレール取付方法（1枚）

本紙作業の前に、別紙【ラックマウントレール取付方法】をご確認
いただき、ラックマウントレールへの取り付けをしてください。

4ドライブラックマウントモデルの場合

・LANケーブルによる給電（Power over Ethernet）には対応してい
ません。故障の原因になるため絶対につながないでください。
・排熱のため周囲の物や壁際に密接させず離して設置してください。
また、本製品の上に物を乗せないでください。
底面に吸気口があるため、じゅうたんやカーペットなど柔らかい物の
上には置かないでください。排熱不良によりFANの異常など不具合
の原因になります。
・LANケーブルが確実に接続されていることを確認してから本製品の
電源を入れてください。LAN ケーブルを接続する前に本製品の電源
を入れると、正しくネットワークに参加できなくなります。

初期設定の前に

電源を入れる

［STATUSランプが緑点灯］まで待ちます。

●4ドライブラックマウントモデル

POWER ボタンを押す
▼

●2ドライブモデル、4ドライブモデル

POWER ボタンを
押す

［STATUSランプが緑点灯］まで待ちます。
▼

●4ドライブモデル

LANケーブル

ACアダプター
コンセントへ

LAN1ポートへ ルーターやハブ

※カテゴリー 6Aの LANケーブルで接続する
と最大10Gbps（理論値）で通信すること
ができます。
最大10Gbps（理論値）で通信するには、
ネットワークが10GbEに対応している必要
があります。

※必要に応じてACプラグ変換アダプター
をご利用ください。

ケーブルフック
ACアダプターの
ケーブルを掛ける

電源コードが不意に抜けることを防ぐために、
必ず電源コードフックをご利用ください。
フックの輪の部分を出す際は、
図のレバーを上げながら引き出します。

電源コードフックの使い方

●4ドライブラックマウントモデル

※必要に応じて添付の
　ACプラグ変換アダプター
をご利用ください。

コンセントへ

電源コード
フックに
通す

ルーターやハブ

LANケーブルを
LANポート1へ

電源コードを
AC-IN へ

※カテゴリー 6Aの LANケーブルで
接続すると最大10Gbps（理論値）
で通信することができます。
最大10Gbps（理論値）で通信するには、ネットワー
クが10GbEに対応している必要があります。

LANケーブル

ACアダプター
コンセントへ

LAN1ポートへ ルーターやハブ

ケーブルフック
ACアダプターの
ケーブルを掛ける

※カテゴリー 6Aの LANケーブルで接続する
と最大10Gbps（理論値）で通信すること
ができます。
最大10Gbps（理論値）で通信するには、
ネットワークが10GbEに対応している必要
があります。

※必要に応じてACプラグ変換アダプター
をご利用ください。

● USB Type-Cケーブルを使用して、ディスプレイへの映像出力が
できます。

● USB Type-C ポートによる本製品への PD 給電機能には対応して
いません。PD対応のACアダプターを接続しても本製品は動作し
ませんので、必ず本製品添付のACアダプターを使用してください。

USB Type-Cポートについて

●2ドライブモデル



使用上のご注意
●データバックアップのお願い
本製品は精密機器です。突然の故障等の理由によってデータが消失
する場合があります。万一に備え、本製品内に保存された重要なデー
タについては、必ず定期的に「バックアップ」をおこなってください。
本製品または接続製品の保存データの破損・消失などについて、弊
社は一切の責任を負いません。また、弊社が記録内容の修復・復元・
複製などをすることもできません。なお、何らかの原因で本製品にデー
タ保存ができなかった場合、いかなる理由であっても弊社は一切その
責任を負いかねます。
※バックアップとは、本製品に保存されたデータを守るために、別の記憶媒体（HDD・
BD・DVD など）にデータの複製を作成することです。（データを移動させることは「バッ
クアップ」ではありません。同じデータが 2か所にあることを「バックアップ」と言います。）
万一、故障や人為的なミスなどで、一方のデータが失われても、残った方のデータを使え
ますので安心です。不測の事態に備えるために、必ずバックアップをおこなってください。

●最新のファームウェアをご利用ください。
本製品のハードウェア保証適用のために、ファームウェアまたはソフ
トウェアは常に弊社が提供する最新版にアップデートしてご利用くだ
さい。最新版でない場合、保証適用を受けられない場合もあります。

●本製品はローカルネットワーク上でご利用ください
本製品にグローバル IPアドレスを割り当て、直接インターネットに公
開すると非常に危険です。ルーターを設置するなどして、インターネッ
トから攻撃を受けないようにするなど、お客様にてセキュリティ確保
をお願いいたします。

●ACプラグ変換アダプターの接地接続（アース接続）について
接地接続は必ず、電源プラグを電源につなぐ前に行って下さい。
また、接地接続を外す場合は、必ず電源プラグを電源から切り離して
から行って下さい。

●本製品を廃棄や譲渡などされる際のご注意
・HDD/SSDに記録されたデータは、OS 上で削除したり、
HDD/SSDをフォーマットするなどの作業をおこなった だけでは、
特殊なソフトウェアなどを利用することで、データを復元・再利用
できてしまう場合があります。その結果として、情報が漏洩してし
まう可能性もありますので、情報漏洩などのトラブルを回避するた
めに、データ 消去のソフトウェアやサービスをご利用いただくこと
をおすすめします。
※HDD/SSD上のソフトウェア（OS、アプリケーションソフトなど）を削除することなく
HDD/SSDを譲渡すると、ソフトウェアライセンス使用許諾契約に抵触する場合があり
ます。

・NarSuSに登録している場合は、製品登録情報を削除してください。
・本製品を廃棄する際は、地方自治体の条例にしたがってください。

●お手入れについて
本製品についた汚れなどを落とす場合は、本製品の電源を切り、電
源コードを抜いてから、柔らかい布で乾拭きしてください。
・汚れがひどい場合は、水で薄めた中性洗剤に布をひたして、よく絞っ
てから汚れを拭き取り、最後に乾いた布で拭く。
・ベンジン、アルコール、シンナー系の溶剤を含んでいるものは使わ
ない。変質したり、塗装をいためたりすることがあります。
・市販のクリーニングキットは使わない。

動作環境、仕様、各部の名称・機能

▼各部の名称・機能

https://www.iodata.jp/lib/manual/hdl-z25_manual/#epname

詳細ガイド（Web）でご確認ください。

▼各種対応情報など

https://www.iodata.jp/lib/manual/hdl-z25_manual/#p70_openv

安全のために
お使いになる方への危害、財産への損害を未然に防ぎ、安全に正しくお使いいただくための注
意事項を記載しています。ご使用の際には、必ず記載事項をお守りください。

警告

注意

この表示の注意事項を守らないと、死亡または重傷
を負うことがあります。

この表示の注意事項を守らないと、けがをしたり周辺
の物品に損害を与えたりすることがあります。

▼ 警告および注意表示 ▼ 絵記号の意味

禁止

指示を守る

人が通行するような場所に配線しない
足を引っ掛けると、けがの原因になり
ます。

本製品を踏まない
破損し、けがの原因になります。

注意

本製品を修理・分解・改造しない
発火や感電、破裂、やけど、動作不良の原
因になります。

雷が鳴り出したら、本製品や電源コード
には触れない
感電の原因になります。

故障や異常のまま、つながない
本製品に故障や異常がある場合は、必
ずつないでいる機器から取り外してく
ださい。
そのまま使うと、発火・感電・故障の
原因になります。

本製品の周辺に放熱を妨げるような物
を置かない
発火の原因になります。

ぬらしたり、水気の多い場所で使わない
水や洗剤などが本製品にかかると、隙
間から浸み込み、発火・感電の原因に
なります。
●お風呂場、雨天、降雪中、海岸、水
辺で使う際は、特に注意する

●水の入ったもの（コップ、花びんなど）
を上に置かない

●万一、本製品がぬれてしまった場合は、
絶対に使わない

決められた電源で使用する
所定以外の電源で、本製品を使用する
と火災・感電の原因となります。

警告

熱器具のそばに配線しない
電源コード被覆が破れ、発火や感電、
やけどの原因になります。

ACアダプターや電源コードにものを
のせたり、引っ張ったり、折り曲げ・
押しつけ・加工などはしない
電源コードがよじれた状態や折り曲げた
状態で使用しないでください。
電源コードの芯線（電気の流れるとこ
ろ）が断線したり、ショートし、発火・
感電の原因になります。

ゆるいコンセントにつながない
電源プラグは、根元までしっかりと差し
込んでください。根元まで差し込んでも
ゆるみがある場合にはつながないでく
ださい。発熱して発火の原因になります。

電源プラグを抜くときは電源コードを
引っ張らない
電源プラグを持って抜いてください。
電源コードを引っ張ると電源コードに傷
が付き、発火や感電の原因になります。

コンセントまわりは定期的に掃除する
長期間電源プラグを差し込んだままの
コンセントでは、つもったホコリが湿気
などの影響を受けて、発火の原因にな
ります。（トラッキング現象）
トラッキング現象防止のため、定期的
に電源プラグを抜き、乾いた布で電源
プラグをふいてください。

テーブルタップを使用する時は定格容
量以内で使用する、たこ足配線はしない
テーブルタップの定格容量（1500Wな
どの記載）を超えて使用すると、テーブル
タップが過熱し、発火の原因になります。

じゅうたん、スポンジ、ダンボール、
発泡スチロールなど、保温・保湿性の
高いものの近くで使わない
発火の原因になります。

煙が出たり、変な臭いや音がしたら、す
ぐにコンセントから電源プラグを抜く
そのまま使うと発火・感電の原因になり
ます。

▼ 電源（ACアダプター・コード・プラグ）について

本製品の小さな部品を乳幼児の手の届
くところに置かない
誤って飲み込み、窒息や胃などへの障
害の原因になります。万一、飲み込ん
だと思われる場合は、ただちに医師に
ご相談ください。

添付のACアダプターや電源コードは、
他の機器につながない
発火や感電の原因になります。
添付のACアダプターや電源コードは、
本製品専用です。

ACアダプターや電源コードは、添付品
または指定品のもの以外を使わない
電源コードから発煙したり、発火の原因
になります。

AC100V（50/60Hz）以外のコンセ
ントにつながない
発火、発熱のおそれがあります。

アフターサービス

保証期間3年間

https://www.iodata.jp/support/after/tel/copld.htm

お問い合わせ/修理窓口

受付 9：00～17：00 月～金曜日（祝祭日・年末年始・夏期休業期間をのぞく）

※お問い合わせいただく際は、商品の型番をご用意ください。

電話でのお問い合わせ

⑥
修理品
返送

⑤

修理

④
有償時のみ
見積連絡

③

検査

②
修理センター
に送付

①
修理申込

（申込番号発行）

修理の流れ

【重要】修理申込をおこなうと、申込番号が発行されます。

※Webページから修理申込がおこなえない場合は、申込番号の代わりに［名前・住所・TEL
（FAX）・E-Mail・症状］を書いたメモを商品に同梱してお送りください。

https://www.iodata.jp/support/after/repair/

①Webで修理申込

〒920-8513 石川県金沢市桜田町2丁目84番地
（株）アイ・オー・データ機器 修理センター宛

TEL 076-260-3617

※紛失をさけるため宅配便でお送りください。
※送料は、発送時はお客様ご負担、返送時は弊社負担です。
※厳重に梱包してください。弊社到着までに破損すると有料修理となる場合があります。
※液晶ディスプレイ製品の場合、パネル部分を持つとパネル内部が破損します。取扱いに
は、充分注意してください。

※修理の進捗状況は上記Webページでご確認いただけます。（申込番号で検索）

商品一式
申込番号を書いたメモ（Web申込時に発行された番号）
レシートや納品書など、購入日を示すもの

②修理センターに送付

［商標について］
● HDMI、HDMI High-Definition Multimedia Interface という語、HDMIのトレードドレスおよび 
HDMIのロゴは、HDMI Licensing Administrator, Inc.の商標または登録商標です。

● 記載されている会社名、製品名等は一般に各社の商標または登録商標です。

よりよい商品作りのためアンケートにご協力願います。J I S  C  610 0 0 -3 -2  適合品
本製品は、高調波電流規格 JIS C 61000-3-2 に適合しています。

ハードウェア保証規定
弊社のハードウェア保証は、ハードウェア保証規定（以下「本保証規定」といいます。）に明
示した条件のもと、アフターサービスとして、弊社製品（以下「本製品」といいます。）の無
料での修理または交換を行うものです。
1 保証内容
取扱説明書（本製品外箱の記載を含みます。以下同様です。）等にしたがった正常な使用状態
で故障した場合、取扱説明書等に記載された保証期間においては、無料修理または弊社の判断
により同等品へ交換いたします。なお、修理または交換には、ご購入日を証明するレシートや
納品書のご提示が必要です。
2 保証対象
保証の対象となるのは本製品の本体ハードウェア部分のみです。ソフトウェア、付属品・添付
品・消耗品、または本製品もしくは接続製品内に保存されたデータ等は保証の対象とはなりま
せん。
3 保証対象外
以下の場合は保証の対象とはなりません。
1) ご購入日から取扱説明書等に記載された保証期間を経過した場合
2) 修理依頼の際、ご購入日を証明するレシートや納品書をご提示いただけない場合
3) レシートや納品書の記載が改ざんされている場合
4) 中古品としてご購入された場合や、オークション等の個人間売買で取得された場合
5) 火災、地震、水害、落雷、ガス害、塩害等の天災地変、公害、異常電圧等の外部的事情に
よる故障または損傷の場合

6) お買い上げ後の輸送、移動時の落下・衝撃等、不適切な取り扱いにより生じた故障または
損傷の場合

7) 接続不備（ケーブル・カードの向きの違いや斜め挿し等）に起因する故障または損傷、接続し
ている他の機器やプログラム等に起因する故障または損傷の場合

8) 取扱説明書等に記載の使用方法や注意書き等に反するお取扱いを含む、落下、衝撃、加圧、
過剰な力等に起因する故障または損傷の場合

9) 合理的使用方法に反するお取扱いやお客様の維持･管理環境（埃、錆、カビ、虫・小動物
の侵入、水・液体等の混入、結露、不衛生な状態等）に起因する故障または損傷の場合

10) 弊社以外で改造、調整、部品交換等をされた場合
11) 弊社が寿命に達したと判断した場合
12） 無期限保証の製品で、初回に導入した装置以外で使用された場合
13） 有寿命部品（SSD、コイン電池、冷却ファン、ACアダプター、メインボード、電解コン
デンサ等）の自然消耗、磨耗、劣化

14） 使用頻度や経過時間等に関する弊社が定める製品耐久基準を超える使用によって生じた故
障または損傷の場合

15） OS、ソフトウェア・アプリケーションの不備、CPU等のハードウェア特性上の問題、コ
ンピューターウイルスによって生じた不具合または故障の場合

16） お客様または第三者がダウンロードしたデータ、プログラム、ソフトウェア等によって生
じた不具合の場合

17） 本製品のファームウェア等の修正プログラムおよびその書き換えに起因する不具合または
故障の場合

18） その他弊社が保証対象外と判断した場合
4 修理
1）修理をご依頼される場合は、本製品と、購入日を証明するレシートや納品書を弊社へご提
示ください。本製品を送付される場合、発送時の費用はお客様のご負担、弊社からの返送
時の費用は弊社負担とさせていただきます。

2） 発送の際は輸送時の損傷を防ぐため、ご購入時の箱・梱包材をご使用いただき、輸送に関
する保証および輸送状況が確認できる業者のご利用をお願いいたします。弊社は、輸送中
の事故に関しては責任を負いかねます。

3） 本製品がハードディスク・メモリーカード等のデータを保存する機能を有する製品である
場合や本製品の内部に設定情報をもつ場合、修理の際に本製品内部のデータはすべて消去
されます。弊社ではデータの内容につきましては一切の保証をいたしかねますので、重要
なデータにつきましては必ず定期的にバックアップを行い、別の記憶媒体にデータを複製
してください。

4） 弊社が修理に代えて交換を選択した場合、交換品や交換部品は弊社にて適宜処分し、お客
様へ返却いたしません。

5 免責
1） 本製品の故障もしくは使用によって生じた本製品または接続製品内に保存されたデータの
毀損・消失等、本製品や接続製品内へのデータの保存の失敗について、弊社は一切の責任
を負いません。重要なデータについては、必ず、定期的にバックアップを取る等の措置を
講じてください。

2） 弊社に故意または重過失のある場合を除き、本製品に関する弊社の損害賠償責任（本製品
の故障または使用によって損害が生じた場合を含みますが、これらに限られません。）は、
理由のいかんを問わず直接かつ通常の損害に限定され、派生的、付随的、間接的、精神的
損害は含まれないものとし、かつその賠償額は製品の価格相当額を限度とします。

3） 弊社が契約不適合責任を負う場合であっても、弊社の責任範囲は、ご購入日から取扱説明
書等に記載された保証期間を経過するまでの期間における本製品の修理、または契約上本
来備えるべき仕様、規格、品質に適合した製品または同等品への交換に限り、損害賠償責
任は負いません。

4） 本製品の使用に起因または関連し、お客様が第三者に損害を与えたものとして、弊社に対
して当該第三者から何らかの請求がなされ、または訴訟が提起された場合、お客様は自ら
の費用と責任において当該請求または訴訟を解決するものとし、弊社は一切の責任を負い
ません。

5） 弊社に故意または重過失のある場合を除き、本製品に含まれるソフトウェアの不備や脆弱
性、本製品のファームウェア等の修正プログラムおよびその書き換えに起因して生じた損
害について、弊社は一切の責任を負いません。

6 保証有効範囲
弊社は、日本国内のみにおいて本保証規定に従った保証を行います。本製品の海外でのご使用
につきましては、弊社はいかなる保証もいたしません。　Our company provides the 
service under this warranty only in Japan.

●アフターサービスは、対象となる製品の生産終了後5年を目途に終了します。なお 
OS搭載製品において搭載OSのサポートが終了した場合など、状況によっては製
品の生産終了後5年を経過する前に終了する場合があります。

●アフターサービスは、株式会社アイ・オー・データ機器のサポートポリシー
（https://www.iodata.jp/support/support_p/）に基づき提供します。

●個人情報は、株式会社アイ・オー・データ機器のプライバシーポリシー
（https://www.iodata.jp/privacy.htm）に基づき、適切な管理と運用をおこな
います。

重
要

弊社では、弊社製品をご購入いただきましたお客様につきまして、製品の修理サービス、電話

やメール等によるユーザーサポート、アップデートソフトウェアや製品に関する情報等をご提

供しております。

［ご注意］
1)本製品及び本書は株式会社アイ・オー・データ機器の著作物です。したがって、別段の定めの無い限り、本
製品及び本書の一部または全部を無断で複製、複写、転載、改変することは法律で禁じられています。

2)本製品は、医療機器、原子力設備や機器、航空宇宙機器、輸送設備や機器、兵器システムなどの人命に関
る設備や機器、及び海底中継器、宇宙衛星などの高度な信頼性を必要とする設備や機器としての使用ま
たはこれらに組み込んでの使用は意図されておりません。これら、設備や機器、制御システムなどに本製
品を使用され、本製品の故障により、人身事故、火災事故、社会的な損害などが生じても、弊社ではいかな
る責任も負いかねます。設備や機器、制御システムなどにおいて、冗長設計、火災延焼対策設計、誤動作防
止設計など、安全設計に万全を期されるようご注意願います。

3)本製品は日本国内仕様です。本製品を日本国外で使用された場合、弊社は一切の責任を負いかねます。ま
た、弊社は本製品に関し、日本国外への技術サポート、及びアフターサービス等を行っておりませんので、
予めご了承ください。(This product is for use only in Japan. We bear no responsibility for 
any damages or losses arising from use of, or inability to use, this product outside Japan 
and provide no technical support or after-service for this product outside Japan.)

4)本製品を運用した結果の他への影響については、上記にかかわらず責任は負いかねますのでご了承くだ
さい。


